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 《会報編集委員》平野崇広・岡本真理子・小椋伸也・佐久間音弥・渋谷剛士 社会奉仕基金 2,927円 

 

 

渋谷剛士会員 

先週の卓話では妹がたいへんお世話になりました。 

皆様からのあたたかい励ましのお言葉、ありがとうご

ざいました。 

小澤直之会員 

結婚記念の花束と妻の誕生日のお祝いありがとう

ございました。 

お互い自由に生活し、あっという間に来年で３０

年目となりました。 

１０年目も２０年目も何ひとつお祝いをしなかっ

たので、来年こそは息子たちを巻き込んで祝いた

いと思います。 

小椋伸也会員 

妻の誕生日のお祝いありがとうございます。 

３０代最後の年を楽しむために海外へと言ってました。

会員の皆様、小椋家に寄付をお願いします。 

織田証会員 

 

妻 一美さま 

お誕生日お祝い 

おめでとうございます 

 

国際ロータリー 第2790地区 第13グループ 
 

松戸北ロータリークラブ会報 

 

第2439回 例会 2024年 6月 5日(水) 

■ 例 会 日 - 

■ 例 会 場 - 

■ 事 務 所 - 

■TEL/FAX- 

■Web/Mail- 

毎週水曜日12：30より（第1例会18：30） 

流山市前ヶ崎717「柏日本閣」      

松戸市八ヶ崎1-11-13 ｻﾝﾗｲｽﾞﾊｲﾂ101   

047-711-5950 / 047-711-5910   

www.rc2790-12.jp / kanji＠rc2790-12.jp 

■国際ロータリー会長 ゴードンR.マッキナリー  

■第2790地区ガバナー    鵜沢 和広        

■第13Gガバナー補佐     鈴木 悦郎    

■松戸北ロータリークラブ会長 小澤 直之 

■松戸北ロータリークラブ幹事 髙橋 一彦    

2023-2024年度   

  例会出席率 74.3％ 

  「四つのテスト」 言行はこれに照らしてから 

 

          １・真実かどうか 

          ２・みんなに公平か 

          ３・好意と友情を深めるか 

          ４・みんなのためになるかどうか 

 

2024年６月 

松戸市へ車いす 

を贈呈 

 

感謝状をいただき

ました。 



 

 

 

 

  

                                                   WEEKLY  REPORT 

 
＜第2439回 例会プログラム＞ 

                                                司会  野田 亮 会員 

  

     12:30 点鐘                                                   小澤直之会長                          

                   ロータリーソング斉唱 【♪君が代 ♪奉仕の理想】 

     12:33 お客様紹介                      柳孝実会長エレクト 

 

     12:35 会食      

 

     12:55 例会再開 

                    会長挨拶・報告                                     小澤直之会長 

               幹事報告                                              髙橋一彦幹事  

          13:00 ガバナー補佐訪問                  鈴木悦朗ガバナー補佐 

          13:25 次年度に向けて                   柳孝実会長エレクト 

 

      13:30 【委員会報告】  

          出席親睦委員会 諸事お祝い 本日の出席率発表  佐久間音弥会員 

                    社会奉仕委員会 本日の社会奉仕基金発表      大塚精一委員長 

                    ニコニコ委員会    本日のニコニコ発表          中原光男会員 

 

     13:30 四つのテスト 点鐘                       小澤直之会長                     

 

＜会長挨拶＞                      小澤直之会長 
【理事会報告】 

◆第1号議案 小金南地区子ども会からの支援要請について 

6/15の運動会に１万円、10/19のハロウィンカーニバルに１万円の寄付で

承認となりました。 

◆第2号議案  佐藤友紀さんの入会式について 

入会式を6/19に実施。日割りの会費として6,700円(25万/12カ月/30日×10

日）を徴収 

歓迎会は次年度へ引き継ぎ 

◆その他  

報告事項① 2024年決議審議会決議案の投票結果について 

２案とも賛成多数にて承認されました 

報告事項② 地区補助金申請の進捗について 

現在本部で審査中。また梨の生育の経過を社会奉仕委員会で実施中(７月頃に袋掛け作業がある) 

報告事項③ 台湾東部沖地震支援金の協力のお礼と報告について 

北クラブより５万円を寄付【内訳】会員からの募金25,000円、クラブの災害支援金から25,000円 

2790地区で総額333万円の支援金が集まり、5/20に送金済との事です 

 

続いて会長挨拶です 

一昨日、松戸市長室へお伺いして車椅子１５台の目録贈呈式に出席してまいりました。 

また先週土曜日には「管理運営統括委員会とロータリー財団委員会」の合同セミナーが開催さ

れ、私はＺＯＯＭで参加しました。主な内容は、地区に関わる数人のロータリアンがパキスタン

へ渡航してポリオワクチンを投与した体験談をディスカッション方式で発表するという内容でし

て、現地で撮影した画像や動画を投影しながらパキスタンの子供達へのワクチン投与の説明があ

りました。 

次ページへ続く 
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次年度の活動の詳細は各委員長と打ち合わせの上、新年度の委員長就任挨拶にて発表していただきます

が、柳・関年度は会員全員が役割を持った、全員参加型でやっていきたいと思いますので、ご協力よろしくお

願い申し上げます。 

＜諸事お祝い ＆ ニコニコ＞  

中原光男会員 

７月は誕生日のお祝いです。 

前祝いとしてニコニコします。 

三村藤明会員 

古希を迎えました。 

まだまだ頑張ります。 

鈴木悦朗会員 

家内への誕生日祝いありがとうございます。 

また、一年間至らぬガバナー補佐を支えてい

ただきありがとうございました。 

吉田俊一会員 

９０歳一歩手前になりました。 

毎日を体に注意して頑張ります。 

年を重ねることは大変なことだと解りました。 
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 早い時期からのガバナー補佐のチームミーティングというやり方は、

飲みにケーションをしながらガバナーとガバナー補佐、ガバナー補佐

同士の意見交換をスムーズにしてくれました。 

会長・幹事会もそんなフラットな感じを大切にして運営させていた

だきました。奉仕の理念を学ぶことばかりで終わってしまって、奉仕の

実践が疎かになっている。Take a action! まずは意見を交換し合って

行動しよう。そんな積極的な議論がされていました。 

ロータリーでの一期一会の出会い。クラブを超えて老・壮・青のさま

ざまな方々と交流させていただきました。自分より３０以上も年上なの

に頑張っている。人間はそれぞれ影響しあって生きています。ポジ

ティブな方々との出会いの中で、自分も頑張らなきゃいけない。 

シンガポールでは、会場や地下鉄の中で、ロータリーのマークをつ

けているだけで、さまざまな国の方と笑顔で交流ができました。こう

いった民間の交流こそ世界に平和を取り戻すために大切であるとつく

づく感じました。 

ホストクラブとして一体感を大切に、支えてくださいました小澤会長をはじめ、松戸北ロータリークラブの皆

さん、大変お世話になりましてありがとうございました。 

 

＜次年度に向けて＞                柳孝実会長エレクト 
前回もお話しさせていただきましたが、次年度はクラブテーマを「家族」とし

ます。 

次年度委員長の皆様には活動計画書の作成をお願いしております。そこに

は委員会としての一年間の「目標」と「活動計画」を記載いただきます。そし

て、その目標を達成すべく一年間活動していきます。 

では、その活動の「目的」は何でしょう。 

私は各委員会の「目標」は、クラブの「目的」を達成するための手段と考えて

います。 

その「目的」は、「家族」のようなクラブを育てることです。 

会員一人一人に「役割」が与えられ、全員がその責任を果たし、クラブに貢

献し、地域に貢献し、自分が貢献できていると感じられることで、クラブに自

分の「居場所」を見つけることができます。 

「家族」とは会員全員に「居場所」がある状態を指します。 

すなわち、全員に居場所があり、居心地の良い場所になることで、クラブに愛着が湧き、帰属意識が芽生

え、「家族」のようなクラブが形成されていくと考えます。 

したがって次年度は会員全員に役割があり、活躍していただける年度にしていきたいと考えています。 

 

次に具体的な活動についてですが、奉仕、親睦、増強の3本柱に本来優先順位はなく、いずれも重要な活

動ですが、クラブの現状を鑑みると、会員増強については委員会の枠を超えて全員で今まで以上に高い意

識を持って取り組んでいきたいと考えています。 

 

またオフィシャルのファイヤーサイドミーティングを定期的に開催します。開催日を年間プログラムに予め記

載することで参加しやすいようにします。毎回テーマを掲げ、親睦と同時に様々な意見交換を行える場とした

いと思っています。 

 

会員同士の相互理解を深めるために会員卓話を改めて全員にお願いしたいと思います。新入会員も増えて

きていることから、会員同士がお互いのことをよく知らない状況も出てきていると感じています。自分自身のこ

と、仕事のこと、仕事を通じた職業奉仕の実践等について語ってください。特に仕事をされている方は、ご自

身の仕事のアピールの場として大いに語ってください。 

次ページへ続く 
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＜幹事報告＞                       髙橋一彦幹事 
松戸中央ロータリークラブより例会変更のお知らせです。 

６月２０日（木）の例会は親睦宿泊例会に変更 

日時 ： ６月２１日（金）～２２日（土） 

点鐘 ： １８時 

場所 ： ホテル サヤンテラス 

 

松戸ロータリークラブより例会変更のお知らせです。 

日時 ： ６月１２日（水）夜間移動例会（親睦旅行）へ変更 

点鐘 ： １８時 

場所 ： 埼玉県小川町 花和楽温泉ホテル 

小さな子供たちにロータリアンがワクチン投与をしている姿はぎこちなさもありましたが、現地

まで訪問して、ここまでやる彼らの奉仕に対する行動力には頭がさがります。ただ画像や動画か

らは伝わってこない現地での過酷なお話もパネラーの皆さんから発表されていました。まず、耐

え難い悪臭の事について述べていまして、それが現地の人々の体臭だそうです。ワクチンを投与

するのに子供の頬を支えるらしいのですが、支えたその手に臭いが付いて残ってしまうくらいの

体臭を皆が帯びているらしいです。また、パキスタンの水の不衛生さについては皆様ご承知かと

思いますが、画像でもはっきり水が黄土色に濁っているのがわかります。しかも現地の人々はそ

れを浄化せずに飲んでいるのが事実です。さすがに現地に行ったロータリアンの誰もがそれを試

しにでも飲むことは出来なかったみたいです。 

委員長の話だと、このような現実なので毎年５万人近くの子供が下痢等で命を落としているそう

です。 

そんな様子を肌で感じた今回訪問した方の一人が即座に、ソーラー付の浄水器を是非贈呈したい

と声を上げ、それに賛同した方達で早速手配をして、すでに送金済みとの発表もありました。そ

ういう行動力は見習いたいところです。 

ポリオ根絶までもう少しというところですが、それを成し遂げた後でも子供達を救わなければな

らない課題はまだまだ残っていると思います。ちなみに今回現地奉仕に行ったロータリアンが帰

国して、ほぼ全員が下痢や発熱で苦しんだそうです。中には入院をした方もいたとの事なのでか

なりの過酷さが伝わってきます。 

このような国際的な奉仕活動の現状を聞きますと、日本がどれだけ安全で環境整備されている素

晴らしい国だという事が再認識されます。 

 

＜ガバナー補佐訪問＞             鈴木悦朗ガバナー補佐 
一昨年の３月３０日東漸寺での花見例会でガバナー補佐にご推挙いただき、１０月１５日の第

１回のガバナー補佐予定者会議、ガバナー補佐としても早いもので２年２か月が経過いたしまし

た。 

 月１回のガバナー補佐会議、チームミーティング、会長幹事会、各クラブへの公式訪問、ロー

タリー情報研修会、ＩＭ、地区大会、国際大会、大使館訪問ほか地区が取り組むさまざまなイベ

ントや地区を超えての交流食事会への参加など、鵜沢ガバナーやロータリーに一生懸命に取り組

んでいる皆様とご一緒する機会も多く、ロータリーの密度が濃い一年であったと思います。  

 鵜沢ガバナーは、地区を率いるガバナーとして、先人たちが１００年の歴史の中で培ってきた

ロータリー奉仕の理念を学び、ロータリーの公共イメージを上がるようにスタイルにこだわり、

さらに行動して、さまざまな行事で日経新聞の全紙広告にあるような世間にインパクトを与える

ケシキをつくってきたのではないかと思います。地区大会にしても多くの元RI会長やRI理事等多

くの役員を迎え、２７９０地区のステージを上げてくれたのではないかと思います。  

次ページへ続く 


